
（別紙４）

～ 令和8年1月24日

（対象者数） 56 （回答者数） 36

～ 令和8年1月24日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

～ 令和8年1月24日

（対象数） 14 （回答数） 14

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・スタッフそれぞれが専門性を磨き、的確なアセスメントと

課題の抽出、訪問先へのアドバイスができるようになる。

2

・個別支援計画に訪問先の意見や意向を反映するための手順

を整へ、よりスムーズになるようにする。

・保護者へも訪問先と連携を図っていることの周知する。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・保護者の求める研修会を計画し、早目の周知を行い参加を

呼び掛ける。

2

・マニュアルや指針については、契約時以外に面談時にも内

容を伝え、児童の安全確保について周知する。

・ブログやSNSで避難訓練実施について報告する。

3

○事業所名 児童発達支援事業所まふぃん

○保護者評価実施期間 令和8年1月13日

○保護者評価有効回答数

令和8年1月13日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年2月20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和8年1月13日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

父母の会等の定期的開催。
年に数回の保護者研修への参加、療育参観週間を開催している

が、保護者の参加率が低い

非常時の対応や安全確保についての周知。
・避難訓練等は実施や、非常対応マニュアルや各指針を整備し

玄関前に掲示しているが、保護者への周知が完全ではない。

関係機関や通園・通学先等の先生方と連携を図り、子ども達の

支援を行っている。

・定期的な訪問と、保護者への共有を行っている。

・通園・通学先でもできる支援を双方で検討することで、訪問

時に直接支援に入りやすく、担任等への伝達やアドバイスもス

ムーズに行得るように関係性を良好にしている。

保育所等訪問支援の実施と、訪問先との連絡会を実施してい

る。

・定期的に保育所等訪問支援を実施していることもあり、連携

の取れた支援が可能である。

・定期的な訪問や連絡会を実施し、課題の達成度や支援の効果

等の確認ができる。

・個別支援計画作成時には訪問先での意見をもらいやすい。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙５）

児童発達支援事業所まふぃん
公表日 令和8年2月21日

利用児童数 56人 回収数 36

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 訪問支援に使用する教具教材が整えられていますか。 30 1 5

2 プライバシーに配慮された面接室等が整えられていますか。 35 1

3 事業の目的が適切に説明されていると思いますか。 36

4 保育所等訪問支援の頻度や時間について、相談の上決定されていますか。 33 1 1 1

5
こどもの状態に応じた支援が提供できる職員（職種や人数）体制だと思い

ますか。
36

6
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
35 1

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、保育所等訪問支援計画（個別支援計画）が作成されている

と思いますか。

32 1 1 2

8
保育所等訪問支援計画（個別支援計画）には、訪問先施設や担任等の意向

が盛り込まれていると思いますか。
33 2 1

9

保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支援ガイドラインの「保育所等

訪問支援の提供すべき具体的内容」も踏まえながら、具体的な支援内容が

設定されていると思いますか。

34 2

10 保育所等訪問支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。 34 2

11
保育所等訪問支援を実施する際、訪問先施設に配慮した支援が行われてい

ると思いますか。
32 1 3

12
事業所を利用する際に、運営規程、利用者負担等について丁寧な説明があ

りましたか。
36

13
「保育所等訪問支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされました

か。
34 1 1

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行なわれていま

すか。

29 4 3

15
必要なときにこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状

況、課題について共通理解ができていると思いますか。
33 2 1

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 33 2 1

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 34 2

18

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

32 2 2

19
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
35 1

面談等で個別に対応するほか、参観週間や保

護者研修を行っております。

連絡帳アプリや電話等で、ご家庭の様子をお

伺いしています。活動の様子もお伝えしてお

ります。

相談等をいただいた場合は即時対応し、状況

把握や共通理解に努めております。

面談等を通して、保護者の方の意向もお聞き

しながら日々の支援を行っております。

施設長が相談に関する研修を受け、即時対応

できるような体制を整えております。今後も

何かありましたらいつでもご相談ください。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

訪問時に必要な教材教具を整えています。

面談時にパーテーションで仕切るなどしてプ

ライバシーに配慮しております。

契約時や面談時に説明しています。

保

護

者

へ

の

説

明

等

極力希望に添えるように計画をしますが、訪

問先の都合で希望の日時に訪問できないこと

もあります。

初回訪問時や希望があれば児発管と二人体制

で訪問しています。

今後も専門性を高めるために職員一同学びを

深めてまいります。

アセスメントシートを用いて、面談や個別支

援会議等で課題を分析した上で個別支援計画

を作成しております。

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

連絡帳アプリや電話等で、ご家庭の様子をお

伺いしています。活動の様子もお伝えしてお

ります。

個別支援計画には訪問先と支援にについて十

分に話し合い、盛り込んでおります。

児童発達支援ガイドラインに則した計画作成

を行っております。保護者の方との面談や相

談支援事業所、こども園や保育園とも連携し

ながら計画書を作成しております。

個別支援計画を確認し、日々の支援を行って

います。

訪問日時は訪問先の行事等と重ならないよう

に配慮しております。

今後も契約時や必要に応じて説明の機会を設

けます。

面談を行い、個別支援計画を提示しながらの

説明を行っております。

保護者からの事業所評価の集計結果公表



20
事業所は、訪問先施設からの相談等に適切に応じ、必要な助言と支援が行

われていると思いますか。
32 1 1 2

21
保育所等訪問支援を実施した際に、訪問先施設と訪問支援の内容について

話し合いが行われていると思いますか。
32 1 1 3

22
保育所等訪問支援を実施した際に、保護者に対して適切に共有がなされて

いると思いますか。
32 1 1 2

23

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や連絡体制等の情報や

業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されています

か。

34 2

24 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 36

25
事業所では、緊急時の対応について訪問先施設と連携し、実践できるよう

にしていると思いますか。
30 1 5

26
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
32 1 3

27 こどもは訪問支援を嫌がっていませんか。 29 3 2 2

28 事業所の支援に満足していますか。 34 2
スタッフ一同来年度も療育の質の向上に向

け、学びを深め子ども達の為に支援を行って

いきます。

ご意見ありがとうございます。安全計画を年

度ごとに作成し、活動とも照らし合わせなが

ら支援を行っています。また、通園・通学先

との連携、事業所の避難場所についても適時

伝達するようにしていきます。

今後も子ども達が集団の中で心配なく過ごせ

るように訪問し支援してまいります。

訪問先から相談等があった場合には、助言を

行ったりできる支援について一緒に考えてい

ます。

定期的に連絡会を行い、支援の内容について

の話し合いをしています。

訪問後は電話や連絡帳にて内容を共有してい

ます。

ホームページやまふぃん便りなどで随時情報

を発信しております。ブログも適時更新して

おりますのでご覧ください。

写真掲載などに関して、年度初めに必ず保護

者の許可を得てから掲載するようにしていま

す。

各マニュアルは玄関横に掲示してあります。

定期的に訓練も行っております。

保

護

者

へ

の

説

明

等

非

常

時

等

の

対

応

満

足

度



（別紙６）

14 回収数

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
訪問支援員からの助言や説明は、具体的でわかりやすく、取

り入れやすいものですか。
14

保育園での園児さんの困りごとなどを

お話しさせていただくとまふぃんさんの

療育の中で取り入れていることなどを知

らせてくださり、園でも応用し、取り入

れることができているかと思います。ま

た、説明などもわかりやすく、とても私

達の学びにつながっています。

子どもに対して、どういう支援をしたら

良いのか、全体での取り組みの仕方、声

かけなど、教えて頂きとても参考になり

ました。

きめ細かな連携に感謝です。

ご意見ありがとうございます。

時には分かりずらい表現等もあると思

いますが、その際には遠慮なくご意見

いただけたらと思います。

子どもの支援を通園先でどのように実

施できるか？考えながら、説明できる

よう今後も連携取らせていただければ

と思います。

2
訪問支援員の支援に対する知識・技術等に満足しています

か。
14

いつもわかりやすくご説明、情報共有さ

せていただきありがとうございます。

専門的なことを分かりやすく丁寧に教え

て下さる。

療育の子どもに対しての関わり方、子ど

もの困り感を分かりやすく教えて頂き、

助かりました。

具体的でありがたいです。

集団や社会で困りごとがないように、園

では出来ない活動取り入れて支援してく

ださるので、満足しています。

ご意見ありがとうございます。

園での様子を教えていただいたり、実

際に見学させていただくことで、私た

ちの事業所内での支援にも繋がってい

ます。今後も支援内容を統一し支援が

できるようにしていきたいと思いま

す。

3
訪問支援員は質問に対して、適時・適切に回答してくれてい

ますか。
14

助かっています。

訪問のたびに、的確な助言を頂き、あり

がたいです。

幼稚園との相互連携に生かされていま

す。

ご意見ありがとうございます。

いつでもご相談ください。

4
保育所等訪問支援を利用したことで、課題や困りごとが解消

または軽減されましたか。
14

保育園、療育、家庭での様子が共有で

き、連携が取りやすく、困りごとへのア

プローチがやりやすく感じています

子どもに落ち着きが見られるようになっ

た。

直接園生活を見て、話ができるので、具

体的な支援法について話ができてよかっ

た.

子の成長に合わせ、その時の課題を一緒

に考えて頂き、普段の保育がしやすくな

りました。

夏の訪問は助かります。

ご意見ありがとうございます。

課題や困りごとの解消に繋がるよう

に、今後も連携していきたいと思いま

す。

5 事業所からの支援に満足していますか。 14

いつも丁寧な対応ありがとうございます

子どものことを真摯に考えサポートして

下さり、ほいくえんとの連携も丁寧にし

て下さる。連携がしっかりとれているの

でほいくえん側としても子どものサポー

トにまわりやすい。

療育参観など普段の子どもの様子を見る

ことも出来、丁寧に説明を受けることが

出来てよかった。

とても満足しています。ありがとうござ

います。

これからもよろしくお願いします。

これからも、相談や支援の仕方を教えて

頂きたいです。

ご意見ありがとうございます。

今後も各園の先生方と連携を取りなが

ら支援していけることにスタッフ一同

感謝しております。

児童発達支援事業所まふぃん

令和8年2月21日
事業所名

利用児童数

公表日

訪問先施設からの事業所評価の集計結果公表



療育に通所してから、全体での集まりでも動くことなく、みんなと参加することができるように

なり成長を感じています。

保育者の指導にも理解をするようになってます。活動でも今すべきことも理解できるようになっ

てきてます。ありがとうございます。今後ともよろしくお願いいたします。

①夏にある施設見学は、とても参考になりました。大変だとは思いますが、今後も開催していた

だきたいです！

②3学期は、進級に向けての時期になります。現在担任をして思うことは、一月中に連携を取らせ

て頂いて、園での様子、成長した所、今後伸ばしたい所、支援に困ってることなどお話しさせて

頂いて、次年度の回数などについての話をしたり、進級までの間にできる支援などを教えていた

だけたら、よりよい支援ができるのではと考えます。療育先としっかり連携を取り、その子に

とって最善の支援をしていきたいです。ぜひ、まふぃんさんとベースを作っていきたいです！い

つもありがとうございます。

こまめに連携が取れ、困った事など相談しやすいです。施設での様子、園での様子を共有し、子

どもの成長を助けることができていると思います。

ご意見ありがとうございます。

お子様の支援を行う上で、やはり必要なことは保護者や関係機関との連携は必要だと考えてお

ります。連絡会等を定期的に実施させていただき、私たちも勉強になっています。

①施設見学については来年度も実施したいと思います。

②進級前の連絡会はぜひ検討させていただきたいと思います。

来年度も連携の取れた支援ができるようにしていきたいと思います。よろしくお願いします。

その他のご意見 ご意見を踏まえた対応



（別紙７）

児童発達支援事業所まふぃん
公表日 令和8年2月21日

チェック項目 はい いいえ
工夫していると思う点・改善が必要だと

思われる点など
課題や改善すべき点

1 訪問支援に使用する場合の教具教材は適切であるか。 ○

保育所等訪問支援を実施前には個別支援計画や日

常の様子について把握している。

適時必要な教材等を準備している。

2 利用希望者に対して、職員の配置数は適切であるか。 ○
配置数は適切である。活動に支障が内容、複数で

実施することもある。

3
業務改善を進めるためのPDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、

広く職員が参画しているか。
○

職員会議だけに限らず、毎日のミーティングを

行っている。また職員との面談を通じて個々の目

標に関しても振り返りを行っている。

全職員が業務改善を念頭に置き、日々の業務に当

たれるようにしていく。

4
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
○

事業所評価をホームページに公開している。

日頃から保護者の意向を把握できるように努め、

業務改善を行っていく。

5
従業者の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善

につなげているか 。
○

日々のミーティングの他、年2回の職員面談を行い

業務改善に努めている。

6
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
○

理事や監事、療育アドバイザーに適宜評価をいた

だき、評価結果を業務改善につなげている。

7
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
○

オンライン研修なども活用し、研修報告も行って

いる。

また、１年を通した職員自身の学びをプレゼン形

式で発表する内部研修も行っている。

8

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、保育所等訪問支援計画を

作成しているか。

○

アセスメントツールを活用し、保護者とのモニタ

リングを行っている。面談では課題のすり合わせ

を行い、児童発達支援計画を作成している。

9

保育所等訪問支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者

だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども

の最善の利益を考慮した検討が行われているか 。

○
個別支援検討会議を行い、全職員が支援目標や支

援内容の検討を行っている。

10
保育所等訪問支援計画を作成する際には、訪問先施設の担当者等と

連携し、訪問先施設や担任等の意向を盛り込んでいるか。
○

訪問時に課題や支援について共有している。ま

た、連絡会を通して、課題の整理等も行ってい

る。

11
保育所等訪問支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行

われているか 。
○

個別支援計画に沿ったねらいを設定し活動をして

いる。

子ども一人一人の課題を把握するように努めてい

く。

12

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。

○

今年度からは5領域を用いたアセスメントツールを

使用しアセスメントを行っている。日々の活動の

中でも子どもの状態を確認しながらアセスメント

を行うようにしている。

13

保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支援ガイドラインの「保

育所等訪問支援の具体的内容」も踏まえながら、具体的な支援内容

が設定されているか。

○

ガイドラインの項目に沿った個別支援計画書を作

成し、個々のニーズに沿った支援内容を設定して

いる。

個別支援会議で課題や支援方法を検討している。

14
保育所等訪問支援計画が職員間で共有され、計画に沿った支援が行

われているか。
○

個別支援計画に沿ったねらいを設定し活動をして

いる。

子ども一人一人の課題を把握するように努めてい

く。

15

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。

○

作戦ボードを利用して毎活動ごとに打ち合わせを

行っている。

子どもの予想される行動まで細かに検討し、個別

対応の方法も必ず打ち合わせするようにしてい

る。

16
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
○

活動終了後は毎回振り返りを行っている。

ねらいに対しての活動は適切であったか、ねらい

は達成できたのか、次回はどのように支援してい

くのかまでを必ず話し合うようにしている。

17
保育所等訪問支援を実施する際、訪問先の理念や支援手法を尊重し

て支援を行っているか。
○

訪問先の状況に応じて支援をするように心がけて

いる。
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18
毎回の支援に関して、記録を取ることを徹底し、支援の検証・改善

に繋げているか。
○

利用児一人ずつの支援内容を、活動後に必ず記録

している。
次回の活動計画の際に、課題や支援内容がすぐに

分かるような記録の書き方を工夫していく。

19

定期的に保護者や訪問先の意向の確認やモニタリングを行い、保育

所等訪問支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っ

ているか。

○

保護者と年２回の定期面談のほかにも必要に応じ

て面談をし、アセスメント後個別支援計画を見直

している。

具体的な支援方法を全職員が提示できるように努

める。相談していただいた内容を職員間で共有し

ている。

20
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
○ 基本的には職務に適した職員が参加している。

21
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
○ 地域に小児科に協力医療機関をお願いしている。

22
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
○

保育所等訪問支援や関係機関連携支援等を通し

て、支援内容の確認と支援のすり合わせを行いス

ムーズな移行支援を実行している。法人内施設は

２ヶ月に一度の連絡会も行っている。

23
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等に助言を受けた

り、職員を外部研修に参加させているか。
○

オンライン研修なども活用し、研修報告も行って

いる。

また、１年を通した職員自身の学びをプレゼン形

式で発表する内部研修も行っている。

24
(自立支援)協議会子こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積

極的に参加しているか。
○ 極力参加するようにしている。

25
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
○

連絡量や面談等にて子どもの課題について共通理

解するようにしている。

26

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。

○

就学教育相談説明会、性教育研修会など保護者向

けの研修会を行い、家庭での対応の仕方や今後の

成長の見通しなどをお伝えした。また、必要に応

じて個別面談も行っている。

27 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 ○

契約時に必ず行っている。

児童発達支援管理責任者や主任以外も、重要事項

説明書などを読み込み保護者からの質問に答えら

れるようなる。

28
訪問先施設に対し、事業の趣旨や訪問支援の目的等について適切に

説明を行っているか。
○

訪問時には必ず訪問の趣旨や意図につて説明して

いる。

29

保育所等訪問支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の

尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや

家族の意向を確認する機会を設けているか 。

○

個別支援計画作成時には保護者面談を必ず行い、

強みや課題について共有し今後の支援について確

認している。

30
「保育所等訪問支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保

護者から保育所等訪問支援計画の同意を得ているか。
○

面談を行い個別支援計画を提示しながら、具体的

な支援方法を説明し同意を得ている。

計画作成時にはガイドラインを必ず確認してい

る。

児童発達支援管理責任者や主任以外も、個別支援

計画の説明や質問に答えられるようになる。

31
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、必要な助言と支援を行っているか。
○

相談などがあった場合、個別面談を行い助言等を

行っている。

同じ職員ばかりが対応するのではなく、相談を受

けた職員が対応できるように相談受付に関しての

研修の機会を設ける

32

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしている

か。

○

就学教育相談説明会や保護者向け性教育研修、参

観週間を通して保護者同士の連携がとれるように

支援している。

33

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合

に迅速かつ適切に対応しているか。

○

相談は即時対応するようにしている。

相談受付からの体制を整備し、マニュアルを作成

している。

マニュアルに関しては適宜見直しを行っていく。

34

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信し

ているか。

○
まふぃんだよりや連絡アプリにて行事や活動内容

を掲載している。

35 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 ○

入職の際に個人情報に関する取扱いの誓約書を記

入している。また写真掲載などの扱いを必ず保護

者に許可をもらっている。

36
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
○

連絡アプリを利用して情報伝達を行っている。

対面で伝達する際にも、伝達事項を一つずつ確認

するようにしている。

37
訪問支援に加え、訪問先からの相談等に適切に応じる体制を整え、

必要な助言や支援を行っているか。
○

訪問先の状況を見ながら、助言や支援を行うよう

にしている。

38
保育所等訪問支援の実施後に、訪問先施設とカンファレンスを行っ

ているか。
○

連絡会等を通して、課題や支援の方法について共

有するようにしている。

定期的に連絡会を行えるようにスケジュール管理

を行う。

39
保育所等訪問支援の実施後に、家族等へ適切に支援内容等の共有を

行っているか。
○

訪問後は保護者に訪問先の様子や、集団での課

題、今後の支援方法について報告している。

40 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 ○

入職の際に個人情報に関する取扱いの誓約書を記

入している。また写真掲載などの扱いを必ず保護

者に許可をもらっている。

重要事項説明書や契約書の内容を全員で確認する

機会を設け、個人情報の取り扱いについて確認を

する。

41
訪問先施設からの相談に適切に応じ、信頼関係を築きながら、専門

的な助言を行っているか。
○

相談等があった際は的確なアドバイスができるよ

うにしている。
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42

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

○

マニュアルを作成し玄関横に掲示している。保護

者には契約時にもマニュアルに関しての説明を

行っている。

今後も適宜マニュアルの確認と見直しを行ってい

く。

43
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
○

年間を通した安全計画を作成し、それに基づき支

援を行っている。

保護者へ安全計画に基づいた取組等について、ブ

ログで発信していく。

44
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
○

ヒヤリハットはその日の施設日誌に必ず記載し、

まふぃん両園で共有できるようにしている。法人

内でもスプレッドシートを活用して共有できるよ

うにしている。

45
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
○

外部講師を招いて虐待防止研修を行っている。

園内研修や職員会議などでも定期的に研修を行い

理解を深めている。

46

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

童発達支援計画に記載しているか。

○
個別支援計画にて保護者にて説明している。身体

拘束についての研修を行っている。
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